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プロジェクトの背景と目的 

プロジェクトが目指す5つの成果 

 カンボジアの政治経済の中心地である首都プノンペンでは、目覚ましい経済成長を背景に交通量が増加の一途

をたどり、渋滞が深刻化しています。プノンペン都庁は、独自予算で信号機の整備や交差点の改良、立体交差の

建設などに取り組んでいましたが、信号機器や制御システムが統一されていなかったため、信号の表示は実際の

交通量や流れに合っておらず、車両の滞留や交通事故を招いていました。 

 そのため、日本は2018年、無償資金協力を通じて、信号制御器をはじめ、車両用および歩行者用信号機、車両

感知器、モニタリング用カメラなどを供与し、都内115カ所の交差点に新設。さらに、車両感知器から光ケーブル

を通じてリアルタイムで交通情報を収集し、信号を制御する交通管制センター（TCC）の整備も支援しました。 

 その後、TCC職員の交通管理能力や、管制システムの運用保守管理能力の向上を通じてプノンペン都における

交通管理体制を強化することを目指し、2022年1月から3年間の予定で開始されたのが、技術協力「プノンペンに

おける総合交通管理計画及び交通管制センター運営維持管理能力改善プロジェクトプロジェクト」（PPTMTC）で

す。PPTMTCでは、TCC職員をはじめ関係者に対する技術移転のほか、都内数カ所の信号機や交差点の改良を行う

パイロット事業の実施を計画しており、国際協力機構（JICA）の専門家チームが、プノンペン都庁やプノンペン

都公共事業運輸局（DPWT）、そしてTCC職員とともに、プノンペン都における交通環境をより安全で快適なもの

にしようと、日々、取り組んでいます。 

【成果1】交通管制システムの維持管理体制が確立する 

【成果2】交通管制センターの運用に関するTCC職員の能力が向上する 

【成果3】パイロット事業が実施され、3Es に基づく信号交差点の改良計画を立案し実施する 

【成果4】交通管制システムエリアの拡張を通じて安全で快適な都市交通環境が形成される 

【成果5】社会や文化に根差した交通安全教育・交通取り締まりが実施される 

PPTMTC  News Letter  vol.１   

   ( 2022 Issue ) 

「プノンペンにおける総合交通管理計画及び交通管制センター運営維持管理能力改善プロジェクト」  
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活動内容（2022年1月～12月） 

  

【成果1 交通管制システムの維持管理体制の確立にむけて】 

 ・プノンペン都庁やDPWTとともに、TCCの組織体制や管理方法のレビューを行いました。 

 ・交通管制システムの運用開始後、現在までの不具合リストを更新し、必要なスペアパーツの購入費を載せた

2023年度予算案を作成。プノンペン都庁および経済財務省の承認を得ました。 

 ・オンザジョブトレーニング（OJT）で交通管制システムの保守点検を行いながら、TCCメンバーに定期点検の

必要性を理解してもらうとともに、交通管制システムの運用開始後に発生した機材のトラブルを現場で確認

し、不具合機器のリストを作成しました。 

【成果2 交通管制センターの運用に関するTCC職員の能力向上にむけて】 

 ・TCC職員がリアルタイム交通状況に即し

て、適切に信号処理を行えるように、日系

スタートアップ企業と連携しながらCCTV

カメラの映像をAI解析し、車種別に交通量

を数値化しました。 

 ・TCCが収集したデータを基に、渋滞や事故

が頻発している交差点の課題を分析し、パ

イロット事業を行う対象候補リストを作成

しました。 

 ・2022年8月24日～2022年9月23日までの1カ月間、TCC職員を対象

に、1) メンテナンス、2) 運用（実用）、3) 交通信号制御、4) 通信

システム、5) 交通管理、の5つの分野に関する研修を実施しまし

た。 

  このうち、1) メンテナンス研修では、諸外国の交通信号システムの

保守管理事例や、予防保全と修繕の考え方、チェックリストなど

について講義が行われた後、外に出て、信号や交差点での演習も

行われました。 

   また、2) 運用（実用）研修では、基本的な手順をはじめ、実際の

交通量や、交差点の設計などに合わせて信号の表示時間を変える

パラメーターの配置方法に関する講義が行われ、参加者は実際に

交通管制システムの設定を体験しながら、実践的に学びました。 

   3)  交通信号制御研修では、交通工学に基づき信号を制御する方法

について、基礎レベルから演習まで、さまざまな講義が行われ、

参加者は活発に質問しながら意欲的に学びました。 

都市交通環境の変化に対応した 

タイムリーな交通管理の技術を学ぶ 
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【成果3 パイロット事業の実施と、3Esに基づく信号交差点の改良計画の立案と実施にむけて】 

・パイロット事業を実施する交差点の候補の中から、それぞれの特徴や課題を整理し、関係機関とも協議を

重ねたうえで、TCC職員の能力向上の観点から対象交差点を決定しました。 

・また、パイロット事業に必要なデータや対象範囲、実施する時間帯、データの収集・分析方法などを精査し

ながら、交通調査や機材調達の準備を進めました。 

【成果4 交通管制システムエリアの拡張を通じた安全で快適な都市交通環境の形成にむけて】 

・文献調査および現地踏査を行い、プノンペン都で進む開発プロジェクトの最新状況や市街化の動向について把

握しました。 

・関係者との面談を通じ、プノンペン都における主要交通インフラの整備状況について情報収集を行いました。 

【成果5 社会や文化に根差した交通安全教育・交通取り締まりの実施にむけて】 

・成果2 の 5) 交通管理研修を実施するための資料を作成したほか、カンボジア公共事業省（MPWT）が策定に

向け準備を進めている駐車場条例の側面支援や、日本の駐車場条例の紹介などを行いました。 

成果の達成度（2022年1月～12月） 

 4) 通信システム研修では、通信システムの導入方法やネットワークの基礎、保全活動に関する講義が行われ、

参加者たちは真剣に聞き入っていました。 

 5) 交通管理研修では、参加者たちがグループに分かれ、プノンペン市内の一区画を選び、ディスカッションを

行いながら制限時間内に実際の交通改善施策を考えたり、駐車管理を改善するためのアクションプランを考案

したりしながら、交通管理について実践的に学びました。  

（WBSより各成果を項目別に単純集計したものの平均値） 
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活動内容（2023年1月～12月） 

パイロット事業を通じた交差点の改良が始動！ 

【成果2 交通管制センターの運用に関するTCC職員の能力向上にむけて】 

 ・さまざまな車種が行き交うプノンペン市の交

通を解析するデータを収集するために、2022

年から引き続きCCTVカメラの映像をAIで解

析しながら、自動車両感知器の精度の実証を

行っています。 

  ・なお、画像を解析するAIの開発スピードが

非常に目覚ましいため、2023年は、より有効

だと思われる新たな自動車両感知サービスに

ついても、精度の検証を行いました。 

  

【成果1 交通管制システムの維持管理体制の確立にむけて】 

・【成果2  交通管制施センターの運用に関するTCC職員の能力向上にむけて】の一貫として2022年

に実施したTCC職員向け研修のうち、1) メンテナンス、2) 運用（実用）、4) 通信システム、およ

び 5) 交通管理について、それぞれの内容を数値化したうえで、今後、TCC職員が今後、日々の保

守管理業務を行う際に活用できるようなフォーマットを作成しました。 

・プノンペン交通管制システムのKPI（ここでは、信号の稼働率）や、 部品在庫管理の仕組みにつ

いて、新たにフォーマット化を進めました。これによって、交通事故の原因や頻度に関する把握

が容易になるとともに、必要なスペアパーツの購入費が予算に計上され、保守管理が迅速化する

ことが期待されます。 

  ・交通管制システムの運用開始後に発生した機材トラブルを2022年から引き続き現場で確認し、不

具合機器のリストを更新しました。 

PPTMTC  News Letter  vol.2   

   ( 2023 Issue ) 

「プノンペンにおける総合交通管理計画及び交通管制センター運営維持管理能力改善プロジェクト」 
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【成果3 パイロット事業の実施と、3Esに基づく交通管理計画の策定にむけて】 

 ・2022年に抽出した各交差点の特徴や問題点を踏まえ、TCCスタッフとJICA専門家チームがパイロッ

ト事業を実施する対象交差点案のリストを作成。プノンペン都庁やプノンペン都公共事業運輸局

（DPWT）、交通警察など、関係機関との協議を経て承認されました。これを受け、対象交差点の

修正設計や評価に必要なデータの収集・分析方法とパイロット事業を実施する時間帯を検討し、指

名競争入札により交通調査の委託先を選定。2023年3月～4月にかけて調査を行いました。 

 ・パイロット事業対象として選定された6つの交差点（#165、#166、#167、#28、#126、#25）における

交通調査の結果を踏まえ、信号パラメータを算定しました。また、DPWTの技術者や交通警察の関

係者らと議論しながら、信号の設計や道路のマーキングの検討なども行いました。 

 ・無償資金協力では、信号制御機や信号灯器などは日本製の機材が供与されましたが、PPTMTCで

は、今後、カンボジアが新たに信号交差点を計画・設置する時に自分たちで機材を調達できるよう

に、プノンペンの現状に適した機材を近隣国から安価かつ迅速に調達することを目指しました。結

果的に、信号柱はベトナムから、信号灯器はタイから、制御機は日本から調達し、信号の取付工事

や、無線の連絡工事についても、日本から限定的に技術者を派遣したり、ソフトウェアを日本から

調達した以外は、すべてカンボジアの企業に発注しました。具体的な工事内容は以下の通りです： 

  【信号据付工事】 

2023年9月24日 ：信号の据付工事（信号柱と灯器の調達を含む）について、Norak社と契約。施工

期間は2023年10月～2024年2月末（制御機は2024年1月末）。 

   2023年10月2日 ：カンボジア電力省（EDC）、プノンペン水道公社（PPWSA）へ説明会を開催。 

2023年10月17日 ：配線工事および基礎工事から着工。 

   2023年12月末   : 約55％が完工 

  【無線連絡工事】 

 住電が全体の調整・管理および交差点（#201～#206）の情報をTCCにセットする業務を担当。 

Forval社は無線連絡と道路側の機器調達および設置を担当。 

   2023年12月末までに、道路側の機器を設置済み。 
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【成果４ 交通管制システムエリアの拡張を通じた安全で快適な都市交通環境の形成にむけて】 

・交通管制システムの拡充計画について、条件の確認と検討を行いました。まず対象交差点を選定

するために文献調査および現地踏査を実施し、プノンペンの市街化動向と道路交通の最新状況を

把握しました。関係者とも面談し、主要交通インフラの整備状況に関する情報を収集しました。 

・プノンペン都郊外にある信号交差点を調査し、2023年9月時点で約60カ所に単独型信号が設置さ

れていることを確認しました。今後計画されている約30カ所の交差点も入れると、2023年11月時

点で検討中の拡充計画案は以下の通りです： 

 【中心部 5 区】    118 交差点（パイロット事業 3 カ所を含む、保守管理と運用はTCCが実施中） 

 【外縁部 9 区】     既存 約60カ所、計画約30 カ所（保守管理と運営はDPWT 公共照明課が実施中） 

 【外縁部の新規提案箇所】30～40 交差点、合計 120～130 カ所（PPTMTCプロジェクトが提案） 

・拡充計画は今後、導入する信号号制御システムや対象交差点の位置について、DPWTや警察など

の関係機関のほか、カーンとも協議を進めながら確定する予定です。 

【成果５ 社会や文化に根差した交通安全教育・交通取り締まりの実施にむけて】 

・プノンペンが直面している都市交通管理の課題、特に、駐車対策や、公共交通の活性化に向けて、

公共事業省（MPWT）やDPWT、交通警察や大学など、関連機関と面談を重ね、意見交換や情報収

集を行いました。 

・パイロット事業を通じて信号制御パラメータを設置し、交差点の構造を変更（Engineering）した

後、2024年には、道路利用者への交通安全教育（Education）や、交通取り締まり（Enforcement）

を取り入れた交通安全キャンペーン（3Es）を展開し、パイロット事業の効果を検証する予定で

す。交通取り締まり（Enforcement）の講師には、日本で警視庁交通取締課長などを歴任した元交

通警察官を招くほか、2024年3月には交通安全キャンペーンも予定しており、バナーやチラシを作

成し、プノンペン都やJICAカンボジア事務所の協力も得ながら、積極的に情報発信を行うことに

しています。 

成果の達成度（2023年1月～12月） 

（WBSより各成果を項目別に単純集計したものの平均値） 
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活動内容（2024年1月～3月） 

本邦研修を通じて 

日本の都市交通について学ぶ 

日本の交通管理を「見る」（＝視察する）  

 日本の交通管理に関する知見を「見る」ために、一行は

都市交通の施設や、再開発事業の最前線を訪れました。 

 東京では、都内の交通情報を収集・分析し、リアルタイ

ムで都民に提供している警視庁の交通管制センターを訪

問。プノンペン都のTCCより大規模なモニターに複数箇所

の道路状況が映し出され、刻一刻と変わっていくのを、

皆、興味深そうに見入っていました。また、上場企業の本

社からベンチャー企業、スタートアップまで、4,000を超

える企業と28万人の就業者が集う東京駅周辺の「大丸有地

区」も訪ね、再開発事業や駐車対策が公民協調で進められ

ている様子を見学しました。 

2 つのグループに分かれて来日 

 2024年1月末から2月下旬にかけて、プノンペン交通管制センター（TCC）やプノンペン都庁、公共事

業運輸局（DPWT）の職員ら13人が来日し、PPTMTCの本邦研修に参加しました。これは、日本で現在、運

用されている交通管制システムをはじめ、都市交通施策の歴史や特長、最先端のITS技術など、日本の

知見をさまざまな角度から学ぶとともに、光ケーブル接続技術のスキルアップを図ることで、TCCの運

営能力が向上し、プノンペン都における交通政策にも生かされることを目指して企画されたものです。 

 とはいえ、プノンペン都の交通の流れを監視し、コントロールする重要な役割を担うTCCを空にする

わけにはいきません。そこでPPTMTCは、13人のスタッフを2つのグループに分けて来日時期をずらした

うえで、ほぼ同内容の研修を約2週間ずつ、2回に分けて実施することにしました。おりしも日本は1年

の中で最も寒さが厳しい時期で、雪が舞った日もありましたが、皆、目を輝かせながら熱心に学んでい

ました。以下、簡単に内容をご紹介しましょう。 

PPTMTC  News Letter  vol.3   

   ( 2024 First Quarter Issue ) 

「プノンペンにおける総合交通管理計画及び交通管制センター運営維持管理能力改善プロジェクト」 

警視庁の交通管制センターを訪問 
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 また、JRをはじめ複数の民間鉄道やバス、LRT（次世代型路面電車）、AGT（新交通システム）が運行

している広島市も訪ねました。人口120万人を擁する同市では、1日あたり約60万人が公共交通システム

を利用していると言われています。一行は、JR広島駅への路面電車の乗り入れ工事に伴い、現在、進め

られている南口の再開発事業や、百貨店の3 階部分に入っているバスセンターの様子を見学しました。 

日本の経験を「聞く」（＝講義を受ける） 

他方、一行はさまざまな識者から日本の交通管理の経験について「聞く」（＝講義を受ける）機会も

ありました。例えば、日本国内の交通事故情報の収集と管理を行っている交通事故総合分析センター

（ITARADA）の職員からは、交通事故分析表の読み方や重要性、海外研究機関との協力などについて

話を聞き、事故を踏まえてより良い交通施策を追求してきた日本の経験について学びました。 

また、日本の高度道路交通システム（Intelligent Transport Systems：ITS）の現状や、ITS技術を活用し

た交通調査の方法などについても講義を受けました。 

プノンペンの交通管理への応用を「実践する」（＝演習する） 

今回の研修期間中、一行は住友電気工業も訪問し、光ファ

イバーの接続技術講習も受講しました。これは、プノンペン

で中央のTCCと交差点に設置された信号をつなぐ光ファイ

バー回線（OFC）が周囲の火災や事故、あるいは切断などに

よって断線する事故が頻発していることを受け、緊急時に

TCCスタッフ自身が修復にあたることができるようになるこ

とを目指して実施されたものです。 

研修の最後には、日本での学びを今後の仕事にどう生かす

か一人一人が抱負を発表したうえで、プノンペンの都市交通

改善策について皆で議論しました。 住電で行われた光ファイバー講習の様子

パイロット事業で3Es (Engineering、Enforcement、Education）を実施 

 PPTMTCは、特に渋滞や交通環境の変化が大きな都内の交差点を数カ所選び、2023年末から2024年3月

にかけてパイロット事業を実施しました。具体的には、信号機の設置をはじめ交差点の改良工事

（Engineering）を実施した後、車両や歩行者に対する交通安全教育（Education）と交通取り締まり

（Enforcement）も行い、交通環境の改善に向けて「3Es」の取り組みを三位一体で進めました。 

 以下、簡単にご紹介しましょう： 

日に約600万人が公共交通を利用する広島市を訪問 
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信号機の設置と改良（Engineering） 

「3Es」のうち、Engineeringとしては、地

図の①～⑥の6つの交差点を対象に信号据付

工事を行ったほか、信号灯器と制御機の設置

も行いました。 

また、ムールトゥールコークのラウンドア

バウト（環状の交差点）（St. 289/St. 608/St. 

592）では、安全で円滑な交通環境を実現す

るために交通標識やゼブラマーキングを導入

し、交差点をコンパクト化しました。 

さらに、2004の交差点（St,371／St.2004）

では、新たな信号機を設置し、渋滞を緩和す

るために車線表示を改良しました。  

また、これまでTCCとつながっていなかっ

た国道1号線上の6つの交差点の信号（地図

⑦）に無線を導入。これにより、2018年の無

償資金協力で整備された市内115カ所のすべ

ての信号がTCCと連動しました。 

信号機の設置と改良工事の様子 
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交通安全教育（Education） と 交通取り締まり（Enforcement） 

改良工事（Engineering）が終わると、交通安全教育（Education）と交通取り締まり（Enforcement）の

キャンペーンを実施しました。 

このうち、交通安全教育（Education）としては、カンボジア赤十字の協力を得て、学生ボランティア

たちが交差点を走行する車両に信号や走行マナーの遵守を呼びかけました。また、車線変更の方法につ

いて注意を喚起するバナーを掲示したり、チラシを配布したりしました。 

同時に、Be Ka Seの交差点（Preah Monivong Blvd.／Russian Blvd.）のように、渋滞が特に深刻な場所で

は、交通取り締まり（Enforcement）も実施しました。具体的には、これまで信号が変わる直前に車両が

停止線を超えて進入し、信号が変わった後も交差点内に取り残され渋滞を悪化させることが頻発してい

たことを踏まえ、信号の現示サイクルを調整したうえで、警官による取り締まりを実施しました。 

さらに、日本の警視庁で交通規制課長として交通の取り締まりを行った経験者をプノンペンに招き、

プノンペン交通警察や国家交通警察に対する講義も行いました。 

成果の達成度（2024年1月～3月） 

（WBSより各成果を項目別に単純集計したものの平均値） 

交通安全教育と交通取り締まりの様子 

本邦研修の修了式 
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活動内容（2024年４月～2025年２月） 

３年間にわたる活動の集大成 

安全安心で快適なプノンペンの交通の未来に向けて

新交通管制システムのお披露目セミナーを開催 

 PPTMTCの開始から約２年半が経過した2024年８月８日、プノンペンの交通管制システムに関するセ

ミナーがカンボジア日本人材開発センター（CJCC）で開催されました。これは、交通管制システム

や、交通管制センター（TCC）の活動と役割について広くプノンペン市民に知ってもらうために開か

れたものです。当日は、プノンペン都のセン・バナック副知事と、国際協力機構（JICA）の三浦佳子

次長による挨拶に続き、PPTMTCの古藤政人業務主任がプロジェクトの進捗やパイロットプロジェクト

の取り組みについて紹介しました。また、TCCのパリネット主任も登壇し、TCCの役割や機能、スタッ

フの日々の業務、2024年２月に実施された本邦研修で学んだことなどについても紹介しました。 

PPTMTC  News Letter  vol.４   

   ( from April 2024 to February 2025 Issue ) 

「プノンペンにおける総合交通管理計画及び交通管制センター運営維持管理能力改善プロジェクト」 
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 会場には、プノンペン市民や学生、関係機関、援助関係者や民間セクターなどから約170人が

集まり、一連の発表に興味深く聞き入っていたほか、予定時間を超過して活発な質疑応答も行わ

れ、交通対策への関心の高さが伺えました。 

 この日は、参加者に対して2023年と2024年のプノンペン都の交通状況についてアンケート形式

で意識調査も実施され、約120人から回答を得ました。調査の結果、約７割が「2023年に比べて

2024年は交通状況が改善した」と答え、その理由として「交通量は増加したものの、信号の設置

やフライオーバー建設やロードマーキングなどの道路改良、交通安全教育などの対策が功を奏し

ている」という声が多く寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの交通プロジェクトが合同で道路の安全についてディスカッション 

PPTMTCは2024年12月３日、JICAが公共事業運輸省によりカンボジアで実施している「幹線道路

における道路交通安全改善プロジェクト」とともに、カンボジアの交通安全について考える合同セミ

ナーを開催しました。 

当日は、まず「幹線道路における道路交通安全改善プロジェクト」の高木通雅業務主任とPPTMTCの古藤

政人業務主任が、それぞれのプロジェクトの活動や取り組みについて紹介。その後、カンボジア公共事業省

（DPWT）のミナビ副大臣や道路交通安全部のバンタ部長や、千葉工業大学の赤羽弘和教授も招き、カンボ

ジアにおける交通事故の特徴や、交通管制システムを他の州に展開する際の留意点、交通管理・取締の重要

性、そしてカンボジアの人々の行動変容を実現するために必要なことなどについてパネルディスカッション

が行われました。 
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日々の保守・点検活動をサポートするトラックを供与  

ニュースレターvol.３でも紹介した通り、PPTMTCはパイロットプロジェクトとして車両用信号灯や

交通信号制御器、信号柱などをTCCに供与し、対象交差点の改良を行いました。これに加え、2025年

１月には小型トラックの調達も完了しました。これは、TCCスタッフが保守・点検など緊急を要する

移動の際に修復機材を載せて現場に駆け付け、対応できるように供与されたものです。 

２月12日にはプノンペン都庁で引き渡し式が行われ、古藤政人業務主任とプノンペン都のエック・ク

ンドゥーン副知事ら関係者が出席しました。このトラックによってTCCスタッフの機動性が高まり、

これまで以上にタイムリー、かつ迅速な活動が行われることが期待されます。 

 

PPTMTCプロジェクトを総括する最終JCCが開催  

2025年１月８日、PPTMTCの最後となるJCC（全体調整会議）がプノンペン都庁で開かれました。JCCは、プロ

ジェクトの方向性を確認したり、パイロットプロジェクトの実施計画の承認や意見交換の場として設置されたも

ので、2022年２月に開かれた初回のキックオフ会議に続いて半年に一度、定期的に開催されてきました。 

第５回目となる今回のJCCでは、PPTMTCプロジェクトの終了を前に３年間の活動の総括が行われました。ま

た、TCCスタッフが今後、信号交差点の新設と改良時に参照するためのハンドブックや日本の交通取り締まりの

経験や現場での留意事項などをまとめた交通取締・交通安全教育マニュアル、交通管理計画など、プロジェクト

を通じて制作された成果品についても内容が承認されました。 

さらに、プノンペン都で今後、どのように交通管制システムの維持と拡張を進めていくべきかについても協議

が行われ、方向性について合意しました。 
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プノンペン都では、これまで信号機の設置は公共事業局（DPWT）が所管してきましたが、交通管制

システム（TCC）が完成してからは、TCCが都の中心部を、DPWTが郊外部をそれぞれ分担して進めて

きました。今後、TCCの拡張に向けて両組織の連携・統合が強く望まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（WBSより各成果を項目別に 

    単純集計したものの平均値） 

成果の達成度（2024年４月～2025年２月） 

業務主任から一言 

プロジェクトスタート時はCOVID-19が最盛時で渡航の制約が度重なったうえ、大きな為替の変動の影

響を受けてパイロットプロジェクトの規模を迫られました。さらに、2023年初めにはパイロットプロ

ジェクトを担当する予定だった若手団員の突然の逝去によって団員の再配置を余儀なくされ、半導体の

世界的な不足から調達機器が遅延するなど、激動の３年間でした。 

JICA監督職員に柔軟にご対応いただいたうえ、TCCスタッフをはじめ、カウンターパートのサポート

を得て、すべての活動を工期内に完了することができてほっとしています。 

                                       古藤政人 
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